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田か
:;な
Hj文
荘化
空遺
雲産

Zを
開後
世

旧
村
川
別
荘
は
、
純
和
風
の
建
物
と
、
異
国
風
の
建
物
の
二
つ

が
調
和
す
る
緑
型
か
な
き
間
で
す
。
市
で
は
、
手
賀
沼
沿
い
の
斜

面
緑
地
の
中
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
文
化
遺
産
と
し
て
、
平
成
7
年

に
固
か
ら
管
理
委
託
を
受
け
、
今
年
3
月
に
土
地
と
建
物
を
購
入

し
ま
し
た
。
別
荘
は
、
無
料
で
定
期
的
に
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、

会
議
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

に
は
建
物
の
修
綿
工
事
、
1
9
9
9

年

(
同
日
年
)
に
は
困
路
の
整
備
工

取
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事リ

用

gr 
3収Z

内

母屋は、大正10年に
旧我孫子宿本障の離れ

屋を移築。頑丈な造り

と議細な細工が、往時

の技術をしのばせます。

6
m
u
・
8
仕
の
和
室
。
新
館
に
は
、

洋
間
の
再
開
と
会
議
室
に
テ
ー
ブ
ル

と
イ
ス
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
叩
人
程

度
利
用
で
き
ま
す
。
会
議
な
ど
に
利

用
を
希
虫
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
)

費
用

無
料

※
抗
日
半
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

利
用
の
際
は
パ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
(
阪
点

パ
ス
「
戎
係
，I
M校
」
下
市
下
約
3
分
)

問
い
合
わ
せ

教
育
委

μ会
文
化
課

宮

(
お

)1
1
5
1
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旧
村
川
別
荘
の
成
り
立
ち

旧
村
川
別
荘
は
、
1
9
1
5年

(大
正
4
年
)
、
旧
東
一以
帝
凶
大
学

教
慢
で
西
洋
古
代
史
の
椀
戚
で
あ
っ

け
ん
ご

た
村
川
堅
固
氏
が
、
こ
の
地
に
別
荘

と
し
て
土
地
を
腕
入
し
た
の
が
は
じ

ま
り
で
す
。

1
9
2
1年

(
向
山
年
)
、
取
り

壊
し
の
話
が
あ
っ
た
旧
我
孫
子
宿
本

陣
邸
内
の
離
れ
屋
を
購
入
し
、
移
築

し
ま
し
た
。
現
在
の
母
屋
で
す
。

1
9
2
6年

(昭
和
元
年
)
に
は
、

朝
鮮
旅
行
を
し
た
と
き
の
イ
メ
ー
ジ

を
も
と
に
、
制
板
門
局
棋
、
モ
ザ
イ
ク

床
榊
遣
の
ユ
ニ
ー
ク
な
外
観
を
も
っ

砧
物
を
佳
築
し
ま
し
た
。
現
在
の
新

館
で
す
。

別
荘
は
そ
の
後
、

子
息
の
堅
太
郎

氏
に
受
け
継
が
れ
ま
し
た
が
、
堅
太

郎
氏
が
亡
く
な
っ
た
後
の
1
9
9
4

年

(平
成
6
年
)
に
、
旧
大
琉
省
の

所
有
に
な
り
ま
し
た
。

別
荘
内
に
は
山
か
な
樹
林
が
残
さ

れ
湧
水
の
跡
も
あ
り
、
大
正
か
ら
昭

和
初
期
の
公
飢
を
伝
、
え
る
世
主
な
文

化
地
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
市
で
は
附
入
を
前
提
に
、

1
9

9
5年
(
同
7
年
)
に
固
か
ら
管
理

委
託
を
受
け
、
社
会
教
育
施
設
と
し

て
利
用
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
3
月、

管
瑚
委
託
期

間
が
終
了
す
る
た
め
、
総
額
2
位
2

1
1
9万
円
で
附
入
し
ま
し
た
。

な
お
、

1
9
9
7
年

(
同
9
年
)

新館は、昭和元年に

建築された朝鮮風別荘。

バーナード・リーチの

デザインによる三角イ

スも展示されています。

公
開
日
時

毎
辺
水
附
日
と

n附
H

午
前
日
時
か
ら
午
後
3
時

(年
末
年

始
を
除
く
)〈
今
後
公
開
時
間
の
拡

大
を
検
村
〉

※
公
開
時
川
中
は
、
り
一
回
と
新
飢
の

部い
胞
を
会
議
な
ど
に
利
川
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
(
母川
崎
は
、

4
也

・

18村川IUiをの側要
子の神神社に隣接した手賀沼を南側に

望む斜面にあります。別荘内の高低差は、

最大で約14mもあります。

所在地 寿2丁目27番9号
敷地総面積 2981rrf 
i末面積 新館:72rrf母屋 58m2
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ら9月3日か

容器包装類は資源に
市では、自治会などを通じて説明会を行っていますので、

ぜひご参加ください。

ら7月2日か

戸別収集に

ゴ
ミ
の
減
益
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
を
自
的
に
「
容
山市
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
資
倣
化
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
法
に

基
づ
き
、
容
器
や
包
装
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
知
(左
図

参
照
)
を、

9
月
3
日
(
月
)
か
ら
迦

1
回
資
抑
と
し
て
回
収
し
ま
す
。

燃
焼
ゴ
ミ
を
減
ら
す
こ
と
は
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を

一
一削
減
ら

す
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
地
球
協
暖

化
を
防
止
す
る
た
め
に
も
大
変
有
効

で
す
。
ぜ
ひ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分

別
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
古
紙
・
古
繊
維

・
金
制
知

も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
知
と
合
わ
せ
て

迎
1
四
回
収
し
ま
す

(他
は
陥
迎
)。

こ
れ
ら
資
淑
全
体
の
回
収
方
法
に
つ

い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

宮
(
幻

)
0
0
1
5

jレは、今までどおり空きピン-空き力ンなどと

いっしょに隔週で回収)

チューブ類…マヨネーズ-ケチャップなどのチ

ューブ (わさび・力ラシ・工作用のり・靴墨の

チューブなど、小さくて口元に中身が残って使

いきることがむずかしいものは家庭ゴミ)

キャップ…ピン・ ぺ、ソ トボトjレなどのプラスチ

ック製のキャ、ソプ

その他・・くだものなどを包んでいるアミ・ネ、ソ

卜状のもの。商品の保護、 固定のために使用さ

れているもの (中仕切りも含む)

新たに資源として回収するプラスチック類
ポリ袋・ラップ類…菓子やパンの袋、スーパー

のレジ袋、ポケットテイ‘ソシュの袋など (トレ

ーのラップ、力、ソプめんのスープ、しょうゆな

どの使いきり容器などは家庭ゴミ)

トレー ・パツヲ類…卵パック、食品卜レ一、マ

ーガリンの容器など

力ツプ類…力、ソプめんの容器、プリン・納豆な

どの容器、苗木販売用の軟プラスチック製の鉢

など

ボトJレ類一油・ソース -ドレ‘ソシング・洗剤・

シャンプーなどの容器 (飲料などのぺ、ソトポ卜

組
大
ゴ
ミ
の
収
集
方
法
が
、

7
月

2
H
(月
)
か
ら
、
屯
話
申
し
込
み
に

よ
る
戸
別
収
集
に
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
8
H川
引
円
巾
し
込
み
分
ま

で
収
集
は
無
料
で
す
が
、

9
月
1
日

か
ら
は
有
料
と
な
り
ま
す
。
料
金
は、

※上記のものは、汚れを落とし、まとめてスーパーのレジ袋や半透明のビニール袋に入れて出してくだ

さい。発泡スチロールも、プラスチック類といっしょに出してください。

※対象品目の詳細は、クリーJ1Zンターが8月ごろまでに発行するチラシをご覧ください。

-男女共同参画都市-社会が輝くひとりが輝く

i
点
7
0
0円

(税
込
み
)
で
、
ー

向
に
つ
き
3
点
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
対
象
品
U
は、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
強
行
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

間
い
合
の
T
f粗
大
.
コ
ミ
専
用
ダ
イ

ヤ
ル

宮
(
引

)
5
3
下

ι



(2) 

G貧
弱
包〉

番、

2001.6.16 

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
・
:
我
孫
子
市
我
孫
子
1
8
5
8
g
(邸
)
1
1
1
1

で
か
け
て

み
ま
ぜ
ん
か

--
劇
団

文

化

座

公

演

せ

んせい

ほ
に
ほ
に
、
お
な
ご
医
者

7
月
1
日
(
日
)、
市
民
会
館
で
行

わ
れ
る
劇
団
文
化
座
公
演

「ほ
に
ほ

せ
ん
せい

に
、
お
な
ご
医
者
」
に
主
演
す
る

佐
々
木
愛
さ
ん

(我
孫
子
市
在
住
)

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
訴
せ
ら
れ
ま
し

た
。

「我
孫
子
の
皆
梯
こ
ん
に
ち
は
!

H

ほ
に
ほ
に
、
お
な
ご
医
者
H

は
笑

い
あ
り
、
涙
あ
り
の
楽
し
い
お
芝
居

で
す
。
全
国
ツ
ア
l
の
途
中
で
、
我

で

与

孫
子
で
も
公
演
出
来
る
こ
と
に
な
っ

て
、
私
も
払
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ど
う

ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
ま
せ
。

佐
々
木
愛
」

ti' 議第1047号

日
・
所

7
月
1
日
(
日
)日
時
間
場
、

日
時
却
分
間
演
、
市
民
会
館

入
場
料

3
0
0
0円
(全
席
自
由
)

入
場
券
販
売
所

平
賀
件
庖
、

荒
井

川
府
、
ミ
リ
オ
ン
楽
器
技
孫
子
庖
、

宅

原
市

4

務
器
、
ポ
ピ
l
、
写
兵
の
お

ち
あ
い、

市
民
会
館
内
光
府
ひ
ろ
が

り
、
同引
向
山
出
、
取
手
と
う
き
ゅ
う

デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
つ
く
し
野
脂
、

明
れ
美
容
室

(
布
佐
)

問

教
立
青
以
会
文
化
課
宮
(お
)
1

2
A
R
d
t
A
 

ふ
れ
あ
い
工
房

リ
サ
イ
ク
ル

家
具
パ
ザ

l

6
月
口
日
(
日
)
叩
時
1
日
時
、

家
具
抽
選
会
日
時
叩
分

(時
間
厳
守
)

所
・
間

ふ
れ
あ
い
工
房
宮
(部
)5

日5
0
0
 

佐々木 愛 さん

※
平
で
お
越
し
の
方
は
、

N
E
C駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

あ
び
こ
若
い
芽
の

J

ア
ン
コ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

「あ
び
こ
若
い
芽
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

の
、
こ
れ
ま
で
の
山
崩
者
に
よ
る
ア

ン
コ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

今
回
は
デ
ユ
オ
も
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
を
。

日

7
月
日
日
(
日
)
同
時
附
演

所

湖
北
地
区
公
民
館

お
お

出

佐
藤
康
子

(
ソ
プ
ラ
ノ
)
、
大

宇

奈

子

(ピ
ア
ノ
)
、
渡
益
真
弓

・(ソ
プ
ラ
ノ
)、
岩
明
素
子

(ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
)、
地
忠
子

(ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
)

内

バ
ラ
ー
ド
第
1
4官
:・
シ
ョ
パ
ン、

姉
の
二
取
引
・:
ロ
ッ
シ
l
-一、

2
本

の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ
の
た
め

の
2
つ
の
演
奏
会
用
小
品
:・
メ
ン
デ

ル
ス
ゾ
l
ン
ほ
か

置

1
5
0
0円
、
高
校
生
以
下
7

消
防
団

消
防
操
法
大
会

対
応
を
知
る

(吉
武
m
Fチ
さ
ん
)

間

男
女
共
同
参
両
担
当

・内
線
2

9 
3 第

邸
回
史
跡
文
学
散
歩

成

田

街

道

を

歩

く

E

日
・
所

7
月
1
日
(
日
)
9時
、
湖

北
駅
改
札
口
集
合

(小
雨
尖
楯
)

行
程

正
成
寺
、
古
利
根
、
法
岩
院
、

部
門
控
ザ
、
中
叫
叫
ん
水
、
北
向
諜
師
凡打等

質

5
0
0円
(
資
料
代
含
む
)

主

我
孫
子
の
文
化
を
守
る
会

申

屯
話
で
6
月
沼
田
ま
で
に
越
阿

君

(
U
M
)
2
0
4
7

生
き
が
い
探
強
制
座
P
A
R
T
E

う
ま
い
話
に
協
が
あ
る
感
栂
商
法
撃
泊
法

今
、
中
日
年
の
方
が
悪
徳
商
法
に

狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
略
退
法
を

お
話
し
し
ま
す
。

日
・
所

7
月
同
日
(土
)同
時
1
同

時
、
市
民
プ
ラ
ザ

(《A

語科
)

諦
師

松
岡
市
夫
佐
子
さ
ん

(市
消
自

生
活
セ
ン
タ
ー
相
談

μ
)

対

市
内
在
住
の
方
、
先
着
犯
人

主

我
孫
子
市
健
康
生
き
が
い
づ
く

り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
議
会

申

包
括
か
フ
ァ
ク
ス
で
柴
原
告
囚

(
ω
)
9
6
7
2
(フ
ァ
ク
ス
の
場
合

は
住
所
、
氏
名
、
也
前
祢
井
手
」
明
記
)

ホ
l
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
向
け
の

フ
ラ
ン
ス
料
理
教
室

今
後
、
調
理
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
を
対
象

と
し
た
、
料
理
教
室
で
す
。
気
峰
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

7
月
3
日
(
火
)
同
時
1
日
時

所

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

定

先
着
お
人

費

1
0
0
0円

(材
料
費
)

申

屯
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
宮
(釘
)5
2
3
3

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

第
一
m
回
混
合
ダ
ブ
ル
ス
大
会

日

7
月
日
口
(円
)
8時
却
分

所

市
民
体
育
館

種

混
合
ダ
ブ
ル
ス
1
・
2
・
3
部

(1
・
2
部
は
オ
ー
プ
ン
、
3
部
は

初
心
者
)

貨

1
人
l
2
0
0円

(中
学

・
高

校
生
6
0
0円
)

申

ハ
ガ
キ
に
2
人
の
住
所
、
氏
名
、

氾
間
帯
号
、
杭
自
を
明
記
し
、

7
月

5
日

(必
沼
)
ま
で
に
守
山
台
4
の

9
の
日
間
心
幸
宮
(制
)
8
1
0
8

(問
い
合
わ
せ
は
夜
間
の
み
)

国
際
交
流
協
会

(
A
I
R
A
)

い
っ
し
ょ
に
う
た
い
ま
し
ょ
う
1
お
ど
り
ま
し
ょ
う

外
国
の
方
と
い
っ
し
ょ
に
歌
や
ダ

ン
ス
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。
お
友
達
や
近
所
の
外
国

の
方
と
お
気
軽
に
ご
求
茄
く
だ
さ
い
。

日
・
所

6
月
却
日
(金
)
叩
時
却
分
、

市

思
ノ
ラ
ザ

定

先
泊
叩
人

質

3
0
0門
(ケ
l
キ
・
お
茶
代
)

申

氾
泊
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
6
月

お
日
ま
で
に
A
I
R
A事
務
局
宮

(
幻

)1
2
3
1
固
(
幻

)
2
0
0
5

(
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は
住
所
、
氏
名
、

氾
話
脅
す
を
明
記
)

野
村
生
涯
教
育
講
座
・
読
書
会

。
講
座

日
・
所

6
月
泣
日
(金
)叩
時
1
日

時
、
船
柄
市
中
央
公
民
館

内

第
2
市

野
村
生
涯
教
行
の
榊

忽

「生
涯
教
育
の
五
つ
の
定
義
」

資

年

制
8
0
0
0円

(全
8
回
)

※
任
食
を
持
参
。
託
児
あ
り

(
お
や

つ
代
1
0
0円
)

。読会
6
月
話
回
(
火
)
同
時
1
日
時

所

市
民
会
館

費

5
0
0円

申

屯
話
で
野
村
生
涯
教
育
セ
ン
タ

ー
宮
0
3
(3
3
2
0)
1
8
6
1

日

ぽ
し
ゅ
う

視
覚
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
l

市
で
は
、
単
独
歩
行
が
困
難
な
視

覚
障
持
者
を
、
安
全
に
日
的
地
へ
案

内
す
る
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
非
集
し

ま
す
。

対

心
身
と
も
に
他
府
で
、
視
覚
障

記
者
の
机
祉
に
理
解
と
熱
訟
を
お
持

ち
の
方
、
若
干
名

申

属
鹿
住

(写
立
恥
付
)
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、

7
月
2
日
ま
で
に

生
活
文
媛
説

・
内
似
3
8
4
(市
役

所
西
別
館
2
附
)
へ
持
参

放

送

大

学

学

生

放
送
大
学
で
は
、
平
成
日
年
度
2

学
期

(ω月
入
学
)
の
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ピ

・
ラ
ジ
オ

で
授
設
を
行
、
つ
通
信
制
の
4
年
制
大

学
で
す
。
1
科
目
か
ら
学
べ
る
ほ
か
、

所
定
の
単
位
を
修
科
す
る
と
学
士
の

学
位
も
取
科
で
き
ま
す
。

全
科
胞
修
生
は
は
成
以
上
、
選

科

・
科
目
胤
修
生
は
義
務
教
育
を
修

了
し
て
い
れ
ば
入
学
で
き
ま
す
。

あ
な
た
も
、
放
送
大
学
で
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

募
集
学
生

①
全
科
履
修
生

(大
学

卒
業
を
め
ざ
す
学
生

)φ
巡
科
履
修

生

(1
年
間
在
学
す
る
学
生
)
③
科

目
胤
修
生
(半
年
間
容
芋
'る
学
生
)

募
集
期
限

8
月
日
日
(水
)

資
料
開
求

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
宮
0

1
2
01
8
6
4
6
0
0
 

放
送
大
学
一地
以
足
立
学
習
セ
ン

タ
ー
宮
0
3
(5
2
4
4
)
2
7
6

問。※
来
年
4
月
か
ら
大
学
院
生
の
受
け

入
れ
を
開
始
し
ま
す
。
詳
し
く
は
向

セ
ン
タ
ー
へ

シ
ョ
ー
ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会
会
員

内

月
1
回
シ
ョ
ー
ト
コ
l
ス
へ

対

市
内
在
住
の
女
性
お
よ
び
む
歳

以
上
の
男
性

費

年
2
0
0
0
円

(プ
レ
l
貨
は

各
同
負
担
)

申

屯
訴
で
大
河
原
告
(的
)2
3
9

8 

日
:
・
日
時
、
所
・
:
場
所
、
内
・:
内
容
、
種
・
:
種
目
、
出
:
・出
席
者
・
出
演
者
な
ど
、
対
:
対
象

・
定
員
、
持
・
:
持
参
、
費
:
・
費
用
、
申
:・
申
し
込
み、

間・
:
問
い
合
わ
せ
、
主
:
・
主
催

・
共
催

0
0円教

育
委
貝
会
文
化
課
宮
(白
)
1

問-
立
h
d司
i

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
バ
ザ

i

6
月
M
n
(
口
)
叩
時
、
ロ
時

(雨
天
実
施
)

所
・
問

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

宮
(む
)
9
9
8
8

※
車
で
の
来
場
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ

し
V 日

こ
の
操
法
大
会
は
、
市
内
引
の
消

防
分
間
が
「
い
ざ
火
災
」
と
い
う
出

動
に
際
し
て
、
迅
速
か
つ
的
慌
に
消

火
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
消
防
資
機

材
の
操
作
時
間
や
的
概
な
動
作
な
ど
、

日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
成
品
を
競
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、

地
域
の
消
防
団
の
活
協
ぶ

り
を
、

一
度
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
こ
の
大
会
で
優
勝
し
た
分

団
に
は
、
東
葛
飾
支
部
大
会
を
経
て

県
大
会
、
全
国
大
会
へ
の
迫
が
聞
か

れ
て
い
ま
す
。

日
・
所

6
月
凶
日
(
臼
)
8時
1
ロ

時
、
N
E
C我
孫
子
郁
按
場
駐
車
場

(雨
天
実
施
)

間
4

n

H

H

H

己

H
U
E

，

，a14
'
d叫
A
l

間

消
防
本
部
幹
防
都
宮
(引
)
7
7

0
1
〈当
日
は
宮
(斜
)
0
1
1
9
〉

参

加

し

τ

み
ま
ぜ
ん
か

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス

S
審
へ
の
皿努

の
興
開
と
子
ど
も
へ
の
露
骨
を
知
る
3

去
る
4
月
6
日、

「ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク

・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

(D
V
)
防

止
法

(配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止

担
よ及

び
被
告
者
保
雄
に
附
す
る
法
作
ご

が
国
会
で
成
立
し、

「央
焔
げ
ん
か
」

と
し
て
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
夫
婦
凶

暴
力
も
犯
罪
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
ま

し
た
。

市
で
は
、

D
V
の
実
態
と
対
応
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
が
子
ど
も
た
ち

に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
認
識
を
深

め
る
た
め
、
ピ
デ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

B

6
月
却
H
(土
)
日
時
:
日
時

所

市
民
会
館

(事
前
無
料
)

内

*

ビ
デ
オ
ヒ
映
:・
①
ど
う
し
て

私
を
殴
る
の
で
す
か

②
蓬

内
に

お
け
る
次
性
と
了
ど
も
へ
の
影
響

*
解
説
:・
D
V
の
実
態
と
暴
力
へ
の

大自然の中で

楽しさ盛リだくさん

第21回青少年キャンブ

参加者を募集
年生まで

定員 先着90人

参加賀 1万5000円

申し込み ・閉じ合わゼ ハガキに

住所、 EE答、性別、学校名、学年、

電 話番号、保謹者名、 「宵少年キ

ャンプ参加希望」を明記し、我孫

子 1684教 育 委員会社会教育課宮

(85)1151へ
※参加の可否については、後日連

絡します

我掛子市腎少年相談員連絡協議

会では、“大空、稿、水しぷき、

っ か もう21世紀 I!"をテーマに、

磐 梯の 大 自然 の中で楽 しさ盛 り だ

くさんのキャンプを行います。

心に残る夏休みにしませんか。

日程 7月2ワ日(金)から29日(日)

<25白3日〉

宿泊場所 国立磐梯 腎年の家

島県〉

対象 小学校 4年生から中学 校 3

(福

3時

場所 布佐南小学校体育館

対象小学 生以上 (原則として小

学校 3年生以下は保護者同伴〉

参加費 無料

申し込み・聞い合わせ 電話で教

育委員会文化課宮(85)1151

文化財体験教室

火を1&:1
第 1回

文化財を見たリ

ふれたリしてみよう

文化課では 、先人が残した文化

財を 「見てJ.rふ れ るJ、文化財

体験教室を開催し ます。

第 1回は「火をおこすJ。
自分の手と 、わずかな道具で

「火をおこすJことによ って 、人

類の知恵と創意とを感じ取 ってい

ただけるのではないでしょうか。

日 時 7月 7日(土 )午後 2時 から
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パソコンが初めての方対象
基本操作からインターネットまで

• •• EヨE
乞'-1可

市
で
は
、
国
の

l
T
推
進
事
業
に
よ
る
「
1
T
諦
習
会
」
を
、
約
7
0
0
0
人
を
対
象
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
。
パ
ソ
コ
ン
が
初
め
て
の
方
を
対
象
に
、
基
本
操
作
か
ら
文
書
作

成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ホ
l
ム
ペ
l
ジ

・
電
子
メ
l
ル
の
利
用
方
法
ま
で
学
び
ま
す
。
今

回
は
、
8
月
か
ら
叩
月
ま
で
の
第
2
期
講
習
会
の
受
講
者
募
集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

I
T初
判
会
は
、
1
年
を
4
別
に

分
け
て
行
い
ま
す
。

部
2
則
講
制
門
会
は
、
8
月
か
ら

ω

月
ま
で
、
市
内
7
カ
所
の
会
場
で
約

2
3
0
0人
を
対
象
に
開
催
。
受
講

時
間
は
は
時
間
で
、
市
民
プ
ラ
ザ
で

は
6
日
間
、
他
の
会
場
で
は
4
日
間

に
分
け
て
開
講
し
ま
す
。

受
講
料
は
無
料
で
す
。
我
係
子
市

で
は
テ
キ
ス
ト
代
も
無
料
に
な
っ
て

い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
た
こ
と
が
な
い
、

• 

ま
っ
た
く
の
初
心
者
が
対
象
で
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
朱
瓜
く
だ

さ
い
。

友
述
と

一
紺
に
、
グ
ル
ー
プ
で
受

講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時

・
場
所

日
程
表
を
参
照

内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
文

字
入
力
、
ホ
ー
ム
ペ
l
ジ
の
利
川
、

半メ
l
ル
の
議
不

対
象

れ
内
在
住
の
初
段
以
上
の
方

定
員

(1
講
座
)

市
民
プ
ラ
ザ
・:

同
人
、
湖
北
台
中
学
校
:・
刊
人
、
湖

、，
、

、ノ
与ィl

h、

北
中
学
校
:・
柑
人
、

巾
央
学
院
大
学

:ω人、
県
立
布
佐
竹
川
校
・:
白
人
、

日
本
川
試
(
株
)
政
孫
下
耶
抜
坊
・:
初

人
、
(
株
)中
央
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー

ビ
ス
:・
初
人

(1
誹
座
ご
と
に
応
非

者
移
訟
の
場
合
は
抽
選
)

申
し
込
み

往
彼
ハ
ガ
キ
で
、
左
の

記
入
中
羽
、
希
却
す
る
排
出
品
骨
号
、

返
信
あ
て
先
を
明
記
し
、
6
月
訪
円

(必
泊
)
ま
で
に
〒

2
7
ol
l
l

9
2我
孫
子
1
8
5
8市
役
所
企
問

調
整
担
当

「
I
T講
習
会
」
へ

v IT講習会3期以降の予定

。第3期 (11月-12月)

定 員一3会場・約700人
募集…広報9月16日号で

O第4期(1月-3月)

定員…2会場 ・約700人
募集…広報11月16日号で

※定員は予定数です

ハガキ記入事項(往信部分の裏)

申
し
込
み
に
際
し
て
の
注
意

ア

希
ωー
す
る
排
出
帯
号
は
的
4
希

望
ま
で
記
入
で
き
ま
す
。
節
4
希
望

ま
で
の
逝
に
山
削
れ
た
場
合
、
日
時

・

会
場
に
こ
だ
わ
ら
ず
受
講
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
第
5
希
望
に

「
こ
だ
わ

ら
な
い
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い

イ

応
以
は
、

一
人
ハ
ガ
キ
1
迎
の

み
と
し
ま
す

ウ

2
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
申
し

込
む
場
合
は
、
代
表
者
が
受
講
者
数

を
赤
色
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い

エ

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
託
児
主
を

川
立
し
て
い
る
排
出
が
あ
り
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
お
子
さ
ん
の

人
数
と
年
齢
を
、

ハ
ガ
キ
の
余
白
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い

(対
象
は
1
歳

か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
で
す
)

オ

作

中

学
校
と
(
株
)
中
央
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
受
講
将
川

駐
ト
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
従
夕
、

自
転
車
で
お
い
で
に
な
る
か
、
公
共

交
通
機
闘
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

受
講
決
定
の
通
知

7
月
中
旬
に
発

送
す
る
予
定
で
す

問
い
合
わ
せ

I
T
湘
判
会
下
務
川

宮
(
制

)
7
1
7
5

創
数
の
い
削

崎

持

仏

初

よ

節

子

怖

も

の

お

ふ

づ
E

、
i
T
川

区
1v

植
民
ロ
ム
ト

M

A
r
-

、

，

面

+A伊
豆

初

日
h

船

山

町

均

出

例

仰

が
し

μ
潟

望

齢

り

別

望

望

望

望

望

刈

希

年

一T

ふ

性

号

号

希

希

希

希

希

J

，
室
と

(

、

番

番

1

2

3

4

5

ル

児

数

所

名

齢

話

座

第

第

第

第

第

グ

託

人

住

氏

年

電

講

※
※

IT講習会(第2期)日程表
※ 巴 の 講 座 崎 胞 を 用 意 し か ま の

講座 平日・
開講時間

開 講 日 講座 平日 ・
開講時間

開講 日
番号 休日の別 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 番号 休日の別 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目

137 平 10: 15'" 12 : 15 8/3 8/6 8/8 8/14 8/20 8/22 155 平 10・15'"12: 15 9/12 9/14 9/17 9/18 9/19 9/21 

138 平 13・00'"15・。。 8/3 8/6 8/7 8/8 8/10 8/13 156 平 13: 00'" 15・。。 9/12 9/14 9/17 9/18 9/19 9/21 

139 平 15 : 30'" 1 7 : 30 8/3 8/6 8/7 8/8 8/10 8/13 157 平 15 : 30'" 17 : 30 9/12 9/14 9/17 9/18 9/19 9/21 

140 土ー日 10 : 15'" 12: 15 8/4 8/5 8/11 8/12 8/18 8/19 158 平土日 13 : 00'" 15 : 00 9/24 9/25 9/26 9/28 9/29 9/30 

141 土.8 13 : 00'" 15 : 00 8/4 8/5 8/11 8/12 8/18 8/19 159 平土日 15 : 30'" 1 7 : 30 9/24 9/25 9/26 9/28 9/29 9/30 

142 土-日 15 : 30'" 1 7 : 30 8/4 8/5 8/11 8/12 8/18 8/19 160 平土日 18: 30"'20・30 9/24 9/25 9/26 9/28 9/29 9/30 
143 平 18: 30"'20: 30 8/7 8/10 8/13 8/17 8/21 8/24 161 平-祝 13・00'"15: 00 10/ 2 10/3 10/5 10/ 8 10/ 9 10/12 
144 平 13・00"'15:00 8/14 8/17 8/20 8/21 8/22 8/24 162 平 -祝 15: 30'" 1 7・30 10/ 2 10/3 10/5 10/ 8 10/ 9 10/12 
145 平 15・30"'17:30 8/14 8/17 8/20 8/21 8/22 8/24 163 平-祝 18: 30"'20: 30 10/ 2 10/3 10/5 10/ 8 10/ 9 10/12 
146 平土日 13 : 00'" 15 : 0。8/25 8/26 8/27 8/28 8/29 8/31 164 土 .8 10: 15'" 12: 15 10/ 6 10/7 10/13 10/14 10/20 10/21 
147 平土-日 15 : 30'" 1 7 : 30 8/25 8/26 8/27 8/28 8/29 8/31 165 土 -日 13: 00'" 15・。。 10/ 6 10/7 10/13 10/14 10/20 10/21 
148 平土.8 18: 30"'20: 30 8/25 8/26 8/27 8/28 8/29 8/31 166 土-日 15: 30'" 17・30 10/ 6 10/7 10/13 10/14 10/20 10/21 
149 土ー日 10: 15'" 12・15 9/ 2 9/ 9 9/15 9/16 9/22 9/23 167 平 1 0: 15'" 12 : 15 10/15 10/16 10/19 10/22 10/23 10/24 
150 土 -日 13 : 00'" 15 : 00 9/ 2 9/ 9 9/15 9/16 9/22 9/23 168 平 13 : 00'" 15 : 00 10/15 10/16 10/19 10/22 10/23 10/24 
151 土-日 15・30'"1 7: 30 9/ 2 9/ 9 9/15 9/16 9/22 9/23 169 平 15 : 30'" 1 7 : 30 10/15 10/16 10/19 10/22 10/23 10/24 
152 平 13 : 00'" 15 : 00 9/ 3 9/ 4 9/ 5 9/ 7 9/10 9/11 170 平土 13 : 00'" 15 : 00 10/25 10/26 10/27 10/29 10/30 10/31 
153 平 15 : 30'" 1 7 : 30 9/ 3 9/ 4 9/ 5 9/ 7 9/10 9/11 171 平土 15 : 30'" 1 7 : 30 10/25 10/26 10/27 10/29 10/30 10/31 
154 平 18: 30"'20: 30 9/ 3 9/ 4 9/ 5 9/ 7 9/10 9/11 172 平-土 18: 30"'20: 30 10/25 10/26 10/27 10/29 10/30 10/31 

ぐ市民プラザ(我孫子ショッピングプラザ内3階)
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河北台中学校

講座 平日 ・
開講時間

開講日

番号 休日の別 1日目 2日目 3日目 4日目

405 平 9・30----12・30 8/ 6 8/ 7 8/ 8 8/ 9 

406 平 13・30----16:30 8/ 6 8/ 7 8/ 8 8/ 9 

中央学院大学
※1105講座は、 1日6時間(昼1時間休憩)

¥ で講座を行い、 2日間で修了します ノ

講座 平日・ 開講日

番号 休日の別
開講時間

1日目 2日目 3日目 4日目

1101 平 9・00----12:00 9/ 3 9/ 4 9/ 5 9/ 6 

1102 平 13: 00----16・。。 9/ 3 9/ 4 9/ 5 9/ 6 

1103 平 9 : 00----12 : 00 9/10 9/11 9/12 9/13 

1104 平 13 : 00----16 : 00 9/10 9/11 9/12 9/13 

1105 土日 9・00----16:00 9/15 9/16 一
1106 平 9 : 00----12 : 00 9/17 9/18 9/19 9/20 

1107 平 13 : 00----16 : 00 9/17 9/18 9/19 9/20 

〈日本電気(株)我孫子事業場

講座 平日・ 開講日
開講時間

番号 休日の別 1日目 2日目 3日目 4日目

825 平 9: 30----12・30 7/31 8/ 1 8/ 2 81 3 

826 平 13 : 30----16 : 30 7/31 8/ 1 81 2 81 3 

827 平 9: 30----12・30 8/21 8/22 8/23 8/24 

828 平 13・30----16:30 8/21 8/22 8/23 8/24 

829 平 9: 30----12・30 8/28 8/29 8/30 8/31 

830 平 13: 30----16・30 8/28 8/29 8/30 8/31 

831 平 9 : 30----12 : 30 91 4 9/ 5 91 6 9/ 7 

832 平 13 : 30----16 : 30 9/ 4 9/ 5 9/ 6 9/ 7 

833 平 9目 30----12: 30 9/11 9/12 9/13 9/14 

834 平 13: 30----16・30 9/11 9/12 9/13 9/14 

835 平 9・30----12: 30 9/18 9/19 9/20 9/21 

836 平 13・30----16: 30 9/18 9/19 9/20 9/21 

837 平 9 : 30----12 : 30 9/25 9/26 9/27 9/28 

838 平 13 : 30----16 : 30 9/25 9/26 9/27 9/28 

839 平 9 : 30----12 : 30 101 2 10/ 3 10/ 4 101 5 

840 平 13: 30----16・30 10/ 2 10/ 3 101 4 10/ 5 

841 平 9 : 30----12 : 30 101 9 10/10 10/11 10/12 

842 平 13 : 30----16 : 30 10/ 9 10/10 10/11 10/12 

843 平 9・30----12: 30 10/16 10/17 10/18 10/19 

844 平 13: 30----16・30 10/16 10/17 10/18 10/19 

845 平 9・30----12・30 10/23 10/24 10/25 10/26 

846 平 13 : 30----16 : 30 10/23 10/24 10/25 10/26 

2001.6.16 

※第2・4土曜日は 9:30-12:30、
第1・3・5土曜日は13:30-16:30 

講座|平日 | 開講時間 i 開講日

番号休日の別 1日目 2日目 3日目 4日目

1001 土 上記※を参照 9/22 10/ 6 10/13 10/27 

1002 日 9・30----12・30 9/23 9/30 101 7 10/14 

1003 日 13 : 30----16 : 30 9/23 9/30 101 7 10/14 

県立布佐高等学校 ※上履きを持参してください
¥ ノ

講座 平日・ 開講 日

番号 休日の別
開講時間

2日目 4日目1日目 3日目

1201 平 9・00----12・。。 8/ 6 8/ 7 8/ 8 8/ 9 

1202 平 13 : 00----16 : 00 8/ 6 8/ 7 8/ 8 8/ 9 

1203 平 9 : 00----12 : 00 8/20 8/21 8/22 8/23 

1204 平 13・00----16:00 8/20 8/21 8/22 8/23 

1205 平 9 : 00----12 : 00 8/27 8/28 8/29 8/30 

1206 平 13・00----16:00 8/27 8/28 8/29 8/30 

(株)中央コンピュータサービス(あびこシヨツビンヴプラザ東側)

講座 平日・ 開 講 日
開講時間

番号 休日の別 1日目 2日目 3日目 4日目

921 平 9・00----12:00 81 7 81 8 81 9 8/10 

922 平 13: 00----16・。。 81 7 81 8 81 9 8/10 

923 平 9 : 00----12 : 00 8/21 8/22 8/23 8/24 

924 平 13 : 00----16 : 00 8/21 8/22 8/23 8/24 

925 平 9 : 00----12 : 00 8/28 8/29 8/30 8/31 

926 平 13 : 00----16 : 00 8/28 8/29 8/30 8/31 

927 平 9: 00----12・。。 91 4 9/ 5 91 6 9/ 7 

928 平 13: 00----16・。。 91 4 9/ 5 91 6 9/ 7 

929 平 9 : 00----12 : 00 9/11 9/12 9/13 9/14 

930 平 13 : 00----16 : 00 9/11 9/12 9/13 9/14 

931 平 9 : 00----12 : 00 9/25 9/26 9/27 9/28 

932 平 13・00----16:00 9/25 9/26 9/27 9/28 

933 平 9: 00----12・。。 10/ 2 10/ 3 101 4 101 5 

934 平 13 : 00----16 : 00 10/ 2 101 3 101 4 10/ 5 

935 平 9 : 00----12 : 00 101 9 10/10 10/11 10/12 

936 平 13・00----16・。。 101 9 10/10 10/11 10/12 

937 平 9 : 00----12 : 00 10/16 10/17 10/18 10/19 

938 平 13 : 00----16 : 00 10/16 10/17 10/18 10/19 

939 平 9 : 00----12 : 0。 10/23 10/24 10/25 10/26 

940 平 13 : 00----16 : 00 10/23 10/24 10/25 10/26 

各会場への案内図は、受講決定者への !-ーヂ......_←

通知でお知らせします。 1 -長~I 圃
※IT講習会の各会場は、空調設備が完備されています ~ 
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保
育
園

臨
時
看
護
婦
(士
)

対

看
諮
婦
(
士
)
資
格
を
持
つ
、
他

成
で
意
欲
の
あ
る
方
、
若
十
名

勤
務
場
所

持
保
育
園

勤
務
時
間

8
時
却
分
1
円
時
日
分

採
用
時
期
ゆ
月
1
日
か
ら

賃
金
等

時
給
1
3
4
0
円
、
通
勤

手
当
別
途
支
給
、
社
会
保
険

・
有
給

休
暇
あ
り

申

履
歴
骨
(
写
其
貼
付
)
に
資
格

証
明
性
の
写
し
を
添
付
し
、
7
月
同

日
ま
で
に
工
ば
て
支
援
謀

・
内
線
3

5
6
(市
役
所
西
別
館
2
階
)
へ
直

敏
持
参

鳥
の
博
物
館
友
の
会
会
員

~ -
今
年
の
4
月
羽
目
「
我
孫
子
市
山

の
博
物
館
友
の
会
」
が
発
足
し
ま
し

た
。ぬ

や
自
然
を
も
っ
と
知
り
た
い
方
、

博
物
館
を
も
っ
と
楽
し
み
た
い
方
、

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
会
特
典
*
烏
の
博
物
館
に
無
料

で
入
館
で
き
る
会
貝
証
と
オ
オ
パ
ン

の
会
貝
バ
ッ
ジ
を
発
行

*
友
の
会

会
報
や
行
川
案
内
の
送
付
な
ど

内

研
修
会
や
親
睦
会
へ
の
参
加
、

博
物
館
市
業
へ
の
協
力
ほ
か

賢

小

・
中
学
生
お
よ
び
向
校
生
会

μ・:年
額
1
0
0
0円、

一
般
会
日

:・
年
額
2
0
0
0円
、
家
族
会
H
H:

・

ti' 怠2001.6.16 

同士苔
国主回

菜なよ
々 な守

恵ぇき
ちこL
ゃ

ん

(3) 

年
額
3
0
0
0
円、

賛
助
会
貝
・:
一

口
年
額
1
万
円

※
入
会
を
希
望
す
る
方
、
も
っ
と
詳

し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は
、
ね
の

博
物
館
友
の
会
(
日
野
山
2
3
4
の

3
、
我
孫
子
市
ぬ
の
博
物
館
内
)
宮

(お
)
2
2
1
2
へ

ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

柏
パ
ト
ロ
ー
ル
チ
l
ム
メ
ン
バ
ー

内

地
域
(
柏
が
中
心
)
の
犯
罪
防

止
の
た
め
に
街
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
い、

活
動
を
通
じ
て
公
正
な
正

義
感
や
賀
任
感
な
ど
を
髭
い
ま
す

資

格

凶
歳
以
上
の
学
生
ま
た
は
社

会
人

賀

入
会
金
1
0
0
0円
、
年
会
資

3
0
0
0円

(州
子
代、

保
険
料
)

申

沼
稲
で
日
本
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
エ

ン
ジ
ェ

ル
ス
柏
パ
ト
ロ
ー
ル
チ
l
ム

設
立
準
備
室
8
0
3
(
3
4
2
3
)

q
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中
国
語
サ
ー
ク
ル
会
員

日
・
所

毎
週
月
昭
白
川
時
日
分
ー

は
時
、
市
民
プ
ラ
ザ
ほ
か

内

中
国
語
旅
行
会
話
と
家
庭
料
理

対

旅
行
と
料
理
が
好
き
な
主
婦
、

先
滑
6
人

質

入
会
金
3
0
0
0円
、
月
額
4

5
0
0司

申

6
月
は
円
以
降
、
氾
訴
で
一
町
宮

(幻
)
3
2
7
5

山;
森3

一

平

く
ん

(
若
松
・

1
歳
4
カ
月
)

土
屋
文
化
振
興
財
団
の
助
成
金
を

希
望
す
る
個
人

・
団
体

土
屋
文
化
振
興
財
団
で
は
、
県
内

で
文
化
活
動
を
し
て
い
る
個
人

・
団

体
に
助
成
金
を
川
り
ま
す
。

助
成
対
象

県
内
在
住
者
ま
た
は
県

内
で
活
附
し
て
い
る
例
人

・
団
体

助
成
分
野

悲
磯
医
学
、
伝
統
芸
能
、

伝
統
技
芸
、
広H
楽
、
演
劇
、
絵
画
、

工
芸
、
彫
刻
、
ス
ポ
ー
ツ

助
成
金
額

1
件
に
つ
き
1
0
0万

円
の
範
囲
内
で
支
給

募
集
期
限

8
月
1
日
(水
)

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

土
屋
文
化
振
興
財
団
宮
0
4
7
(
3

6
4
)
3
6
8
9
へ

(土

・
日
陥
目
、

祝
日
を
除
く
)

お
し
ら
ぜ

市
議
会
定
例
会

平
成
日
年
第
2
田
市
説
会
定
例
会

は
6
月
日
日
に
開
会
さ
れ
、
一
般
質

問
は
6
月
比
日
(
月
)
か
ら
初
日
(
水
)

に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に

傍
聴
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
秘
会
耶
務
局

・
内
線

2
6
0
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

水
稲
の
農
薬
空
中
散
布

日

7
月

ω日
(火
)・:
利
根
川
沿
い

水
田
、

日
日
(
水
)・:手
賀
沼
沿
い
水

田
、
4
時
却
分
1
8時
叩
分
艇
を
予

定
(
雨
天
、
強
風
等
の
場
合
は
順
延
)

間

決
政
謀

・内
線
5
1
3

.-. 司・-.司・・・ ・E司F・F 司h・-

項 目 I鶴)
介 護保険料第 1期 7/2(月)

市 ・県民税第1期 7/2(月)

国民年金(払込期限)6/29(金)

国民健康保険税第1期 7/2(月)

水道料金 6/25(月)

下水道受益者負担金第1期 7/2(月)

鳥
の
博
物
館
一

日
無
料
開
放

市
制
施
行
日

(
7
月
l
日
)
を
記

念
し
て
、

μの
博
物
館
の
一
日
無
料

開
放
を
行
い
ま
す
。

日

7
月
1
日
(
日
)
9時
却
分
1
M

時
却
分

間

μ
の
昨
物
館
宮
(お
)
2
2
1
2

B
型
肝
炎
・

C
型
肝
炎
検
査
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い

血
友
病
以
外
の
病
気
で
非
加
熱
凪

液
凝
固
因
子
製
剤
の
投
与
を
受
け
た

可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

早
め
に
血
液
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

L
V
 

ふ
u
d

守
A
h

昭
和
灯
年
ー
の
年
の
問
に
次
の

よ
う
な
病
気
で
公
表
医
般
機
凶
に
入

院
し
た
こ
と
の
あ
る
方

*
新
生
児
出
血
症
等
の
病
気
で
「
胤

が
止
ま
り
に
く
い
」
と
桁
摘
を
受
け

た
方

*
肝
硬
変
、
劇
症
肝
炎
で
入

院
し
出
血
の
著
し
か
っ
た
方

*
食

h
合
・
9

迫
静
脈
捕
の
破
裂
、
消
化
器
系
疾
忠

に
よ
り
大
誌
の
吐
下
血
の
あ
っ
た
方

*
大
量
に
出
血
す
る
よ
う
な
手
術
を

受
け
た
方
(
出
産
時
の
大
泣
出
血
も

含
む
)

検
査
受
診
方
法

原
則
と
し
て
、
過

去
に
治
療
を
受
け
た
公
表
医
山
問
機
関

で
の
受
設

賀

川燃料

検
査
期
間

7
月
引
臼
ま
で

※
公
表
医
療
機
関
な
ど
、
詳
し
く
は

柏
保
健
所
宮
(日
)1
2
5
5
へ

定
例
教
育
委
員
会

問所目

6
月
幻
日
(
水
)
日
時
却
分

水
道
局
4
階
会
議
室

教
育
委
員
会
総
務
部
合
(お
)1

1
5
1
 

犯
罪
被
害
の

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

千一
指
山川小粋
察
で
は
、
犯
罪
や
交
通

事
故
の
被
害
者
や
そ
の
ご
逃
肢
に
対

し
て
、
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

義
被
者
談
や
桁
神
的
な
悩
み

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

。
相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
包

0
4

3
(
2
2
7
)
9
1
I
o
---各
粒
犯

罪
や
事
故
の
被
害
者
相
談
で
M
時
間

受
け
付
け
て
い
ま
す

。
女
性
被
害
1
1
0
番
宮
0
4
3

(2
2
3
)
O
I
l
o
---専
門
の
女

性
特
院
小
官
が
対
応
す
る
、
女
性
を
対

象
に
し
た
被
告
相
談

。
女
性
相
談
所

〈
鉄
道
静
察
隊
〉
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
宮
0
1
2
0
1
0
4

8
2
2
4
・・・
屯
車
や
駅
梢
内
で
の
痴

鎚
被
害
等
の
相
談

。
暴
力
団
相
談

〈
(
財
)
暴
力
団
追
放

県
民
会
議
v
E
0
4
3
(2
5
4
)

8
9
3
0・・・
暴
力
団
に
よ
る
被
害
の

四
M

式日

4
寸
雷
同

。
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

ヤ
ル

8
0
1
2
0
1
7
8
3
4
9
7

.・・
少
年
に
附
す
る
困
り
ご
と
相
談

フ
リ
ー
ダ
イ

病原11大陽菌
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u
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東
葛
飾
地
区
で
白
1
5
7
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
原
因
に
つ
い
て
は
現

在
訓
任
中
で
す
。

こ
れ
以
上
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

*
食
品

(肉
、
野
菜
)
は
ト
分
火
を

※
幹
察
署

・
交
番
等
で
も
各
極
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
我

孫
子
抑
祭
器
瞥
務
課
宮
(位
)
0
1
1

0
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

耳
の
聞
こ
え
に
く
い
人
の
た
め
の
鈍
い

日
・
所

6
月
辺
日
(
金
)
日
時
却
分

3
日
時
泊
分
、
中
央
公
民
館

内

手
話
と
こ
と
わ
ざ
、
な
ぞ
な
ぞ

集
ほ
か
(
手
話
、
O
H
P
付
き
)

対

中
途
失
聴
者
、
雌
聴
者

貨

無
料

(
申
し
込
み
不
安
)

主

中
途
失
聴
者

・
雌
聴
者
の
会

問

斉
藤
宮
回
(お
)
2
3
0
6

オ
ス
ト
メ
イ
ト

一人
工
何

人
工
続
出問者
)

社
会
適
応
訓
練
諦
習
会

日
・
所

6
月
幻
自
(
土
)
ロ
時
t
同

時、

海
神
公
民
館

(船
橋
市
海
神
6

の
3
の
%
)

対

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
家
族
、

医
療
従
耶
者

質

無
料

問

日
本
オ
ス
ト
ミ
l
協
会
宮
0
4

7

(4
5
2
)
6
4
3
3
(月
・

火
・
金
明
日
に
限
る
)

3
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
お
す
(
中
心
胤
度
は
万
度
以
上
)

*
下
痢
や
発
熱
を
伴
、
つ
よ
う
な
症
状

が
あ
る
と
き
は
、
早
め
に
医
療
機
関

で
受
珍
す
る
(
紫
人
療
法
は
正
確
な

診
断
と
治
療
に
さ
し
っ
か
え
る
場
合

が
あ
り
ま
す
)

*
前
述
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
と
き

は
、
飲
食
の
提
供
は
で
き
る
だ
け
し

な
い

を * 手 *
J汲焼洗 手
うき u、は
りfF肉』こい
と v等努つ
実をめ も
際する jj!i-
にる潔
食場に
ベ合 す
る』まる
箸、ょ
を~う
う子 l会j

けー
る

※
こ
の
ほ
か
、
他
山
上
不
明
な
点
が

あ
る
と
き
は
、
柏
保
健
所
宮
(訂
)1

2
5
5
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

消防団役員・分団長を

紹介します
消防団は、消防組織法により、各市町

村単位で運営されています。市内には 、

1団本部に 6方面隊21分団があり 、総勢

は266人です。

消防団員は、自分の仕事を持ちながら ‘

いざ災害が発生すると、消防職員ととも

に皆さんの生命や財産を守ります。

地域防災の担い手として活躍している

消防団の役員と分団長を紹介します。

(左表参照〉

消防団では、団員を募集しています。

皆さんも消防団に参加してみませんか。

問い合わぜ 消防本部総務課宮(81)7700

地織防災の担い手4
平
成
均
年
度
消
防
団
役
員

・
分
団
長

第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 冨リ 団21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 6 5 4 3 2 職
分

方面隊長 " " 団
" " " " " " " " " " " " " " " " " " " " 団 " " " " " 

長 長 長 名

佐 中 桜 秋 回 寺 -e-宅 金 鈴 大 2ロk 玉 日 杉 荒 平 膏 塚 )11 鈴 永E杉 国 =口t 森 洞i大 飯 盟 大i飯

藤 村 弁 回 口 国 井 子 木 井 村 根 す主司t山 井 岡 木 本 村 木 村Z山 口 因 毛t井 尾 嶋 星f回
氏

孝 芳 :止 哲 智 康 康?
寿 喜

政!壮i 利 将和
'回 正 博 修 j宵 邦 正 義 和 正 美 久 和

名;
1T 弘 実 博 界 之 也 久 郎 之 久 光 哲1輔 誠 員リ J，t回t 久 雄 雄 雄 fl~ 義t夫お 陸 雄 幸 雄 行

布 布 浅 布 新
新木

日 古
峠中 中

中峠 布 久 根 I国司 岡 下 青 柴 並 白 布 新
峠中

久 下
柴崎 布 日 栄 緑

佐 佐 間 佐 木 秀 戸 峠 施 寺 戸 野 発 ケ 山 崎 木 山 佐 木 寺家
ケ 佐 秀 19 

3 2 前 8 2 2 2 6 3 2 家 9 山 戸 P AロA 9 5 3 P 2 の の 住
3 3 新 2 5 5 6 4 8 9 7 7 2 7 3 6 2 3 6 の の 2 9 5 3 2 。。。3 4 
9 6 田 9 5 8 2 6 。。7 9 7 4 9 8 の 10 17 6 。。7 7 6 の
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2 の の 5 4 8 7 。 4 の 9 所

の 3 2 の の 2 の の の の 15 3 の の
26 

8 4 10 3 
2 

7 

39 87 88 82 
( 

89 89 89 89 88 87 88 88 82 82 82 83 84 82 82 82 82 89 88 88 82 82 82 89 88 82 82 
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(4) i; 事

同
報
公
開
の
運
用
状
況

平
成
昭
年
度
の
請
求
件
数
は
刊
件

2001.6.16 

国民健康保限を
， 

.. -
制
度
を
利
用
す
る
に
は

情
報
公
開
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
市
内
に
住
所
や
事

第1047号

支え§のI~あなたです

務
所

・
事
業
所
が
あ
る
個
人
と
法
人
、

市
内
に
通
勤

・
通
学
し
て
い
る
方
、

市
の
仕
苧
に
利
害
関
係
の
あ
る
方
で

す。
公
開
を
請
求
す
る
と
き
は
、
情
報

公
開

(
自
己
情
報
開
示
)
筒
求
刑
u
を

情
報
公
開
総
合
窓
口
(
市
役
所
本
庁

1
階
市
民
ホ
l
ル
わ
き
て
ま
た
は

(単位:件)

i夫 定 区 分

情報の公開
公開 部分公開 非公開 不存在 合計

5 5 。 11 

自己情報の 開示 部分開示 非開示 不存在 合計

開示 。。 。。。

情
報
公
開
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
求

め
に
応
じ
て
、
市
が
保
有
し
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
公
開
す
る
も
の

で
、
平
成
は
年
度
に
は
け
件
の
稲
求

が
あ
り
ま
し
た
。

内
訳
は
、
情
報
の
公
開
制
求
(
申

し
出
を
含
む
)
が
け
件

(9
人
)、

自
己
情
報
(
自
分
に
閲
す
る
情
報
)

の
附
示
前
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

情
報
の
公
開
問
求
は
、
市
長
あ
て

が
山
件
、

教
育
委
貝
会
あ
て
が
l
件

で
し
た
。

こ
れ
ら
の
筒
求
に
対
す
る
決
定
状

況
は
表
1
、
請
求
の
お
も
な
内
容
は

表
2
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
部
分
公
闘
な
ど
に
対
す
る

不
服
申
し
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

v表1請求に対する決定状況

国民健康保険(国保)は、加入者が保険税を負担し

あうことにより 、万が一病気やけがをした場合に、医

療費の一部を支払うことで、安心して必要な治療を受

けることができる、相互扶助を目的とした制度です。

保険税の納付書は、世帯主に送られます。納期内に

納めましょう。

※「不存在Jとは、公開等の請求に関する情報が存在しない
ことをいいます。

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

(教
育
委
只
会
、

水
道
局
、
消
防
本
部
)
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
公
開
の
訪
求
を
受
け
た

日
か
ら
は日
日
以
内
に
、
公
開
で
き
る

か
ど
う
か
を
決
定
し
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

な
お
、
本
人
の
情
報
を
開
示
前
求
・噂

す
る
場
合
に
は
、
運
転
免
許
証
な
ど

本
人
で
あ
る
こ
と
を
雌
認
で
き
る
山

知
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

公
開
の
方
法
は
、
的
報
を
閲
覧
ま

た
は
視
聴
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
な

場
合
は
写
し

(
コ
ピ
l
)
の
交
付
も

行
い
ま
す
。
閲
覧
は
無
料
で
す
が
、

写
し
の
交
付
は
実
裂
を
い
た
だ
き
ま

す
。総

合
窓
口
と
各
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

制
度
の
し
く
み
や
利
用
方
法
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ

し
v

行
政
情
報
資
料
室
の
ご
利
用
を

情
報
公
開
総
合
窓
口
に
併
設
し
て

い
る

「
行
政
情
報
資
料
室
」
で
は
、

市
の
計
画
性
や
各
種
刊
行
物
、
統
計

資
料
や
国

・
県
の
行
政
資
料
な
ど
が

閲
覧
で
き
、
コ
ピ
l
サ
ー
ビ
ス

(1

枚
叩
円
)
も
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
時
間

午
前
8
時
泊
分
か
ら
午

後
5
時
(
土

・
日
明
日
、
祝
日
を
除

く
)

問
い
合
わ
せ

広
報
室
情
報
公
開
担

当

・
内
線
2
6
8

実施
情 報 の 内 容 イ数牛 決定 公開・開示するこ

機関 状況 とができない理由

宅地開発に伴い提 1 公開出された図面

調整池についての
1 不存在解析結果

国民健康保険税の
1 公開

市
改正について

土地売買等届出書
1 公開

など

既存宅地について
1 

部分 個人に関する情
の報告書など 公開 報であるため

宅地開発行為許可
公開申請書

長
宅地開発行為下協 部分 個人に関する情
説書 公開 報であるため

宅地開発に伴い提 部分 個人に関する情
出された上申書 公開 報であるため

宅地開発に伴う説
1 

部分 個人に関する情
明結果報告書 公開 報であるため

開発行為許可申請 1 部分 個人に閲する情
害 公開 殺であるため

教

委同 市内小中学校教職
1 公開

貝
員名簿

dτ区』

v表 2請求のおもな内容

。国民健康保険税はこうして決められます

所得割額 資産割額

国保加入者全員の賦 I I固定資産税額

課総所得金額(基礎 1+I(都市計画税を除く)1+ 
控除後)X7.4% I I X15% 

所得割額 均等割額

国保加入者全員の賦 II介護保険第2号被保険

課総所得金額(基礎1+1者数 (40歳から64歳ま
控除後)XO.78% I Iでの方)X9，120円

。年齢によって保険税が異なります
040歳未満の方ーーーーーーーーーー，医療分のみ

040歳から64歳までの方ーーーー・医療分+介護分
065歳以上の方・・・ーー・・・・・・医療分のみ

1世帯につき

12，000円

平等割額

+ 

※賦課限度額は53万円

※賦課限度額は7万円

均等割額

国保加入者数

X16，800円

医
療
分

介
護
分

口
座
娠
替
の
ご
利
用
を

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
次
の

金
融
機
関
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
課

・
内

線
3
5
3
・

3
5
4

東京三菱銀行 千葉銀行

三井住友銀行 水戸信用金庫

東海銀行 東京ベイ信用金庫

常陽銀行 成田信用金庫

千葉興業銀行 我孫子市農業協同組合

京葉銀行 郵便局

v口座握替金融機関一覧

俳句

文芸だより
文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切

りは毎月20日(必着)。 ハガキで 1人1作に限ります。
応募先 〒270・1192我孫子1858市役所広報室

旦選

-え

ル
ナ
l
ル
の
少
女
の
笑
ま
ひ
風
光
る
背
山

陽
子

し

ず

し

ゃ

が

容
の
な
き
路
地
静
も
れ
り
箸
殺
の
花

川
上

牧

子

政
風
や
波
船
待
つ
問
の
波
の
締
縦
海
老
原
千
代
子

ま
く
な
ぎ
に
蹴
捕
は
れ
ベ
タ
ル

踏

む

高

橋

喬

「
だ

子
等
山
傘
立
中三
人
見
上
ぐ
る
拙
右
紫

野
口
こ
う

か
ぎ

メ
タ
セ
コ
イ
ア
立
互
に
山
く
腐
す
か
な

山
口

魁

行
く
春
や
と
げ
ぬ
き
地
蔵
人
の
波
下
回

繁
樹

高
速
の
初
夏
の
風
切
る
新
車
か
な
篠
田
ま
さ

短歌

竹内
山本寛太選

さ
わ
さ
わ
と
座
敷
い

っ
ぱ
い
棚
組
み
て
貯
飼
へ
る
蚕

の

桑

食

む

音

す

東

海

林

部

和

た
ん
ぽ

団
組
と
て
田
岡
に
出
で
ず
に
炊
事
せ
り
さ
な
ぶ
り
と

な
り
議
な
し
つ

つ

謀

者

女

み
な

も

と

さ
か
し
ま
に
水
面
に
落
ち
て
朔
ぴ
立
ち
し
あ
ぢ
さ
し

一
つ
く
も
れ
る
沼
に

三
谷
和
夫

r
'
ρ
V
』
ヲ

略
法
を
く
ぐ
り
抜
く
れ
ば
山
肌
に
残
ん
の
雷
の
ひ
ろ

が

り

て

を

り

小

出

礼

子

M

S

眠

'h

恋
ほ
し
み
て
夢
に
逸
は
む
と
思
へ
ど
も
顕
ち
来
ぬ
母

の
安
け
く
あ
ら
む

小
林

匹
江

を
さ
な

子
の
釣
り
し
稚
ざ
り
が
に
透
き
と
ほ
る
身
を
重
ね
た

e
h
J
 

り
小
さ

き

バ

ケ

ツ

に

石

河

和

子

雨
と
な
る
気
配
の
庭
の
し
づ
も
り
に
う
す
む
ら
さ
き

し

ゃ

が

の

胡

蝶

花

の

に

ほ

へ

り

新

藤

迫

子

「
学
校
の
給
食
は
好
き
」
と
入
学
の
孫
は
言
ひ
た
り

偏
食
あ
る
に

川
上

進

也

は
と
り

五
月
の
手
賀
沼
の
辺
は
、山
川
の
戸

ゃ
い
ろ
い
ろ
な
植
物
の
花
や
実
で
賑

や
か
で
し
た
。
中
で
も
カ
ヤ
ツ
リ
グ

サ
の
仲
間
は
形
が
面
白
く
、
ジ
ョ
ウ

ロ
ウ
ス
ゲ
は
横
綱
格
に
思
え
ま
し
た
。

じ
よ
う
ろ
・
7
す

T

上
脇
菅
と
は
、
果
実
の
穂
に
品
位
が

あ
り
、
日
尚
だ
と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
草
は
雄
の
花
穂
を

一
番
上
部

に
一
つ
つ
け
、
そ
れ
よ
り
下
部
の
ぜ

ジョウロウスゲ

(かやつりぐさ科)

尼100この広報紙は古紙100%再生紙を使用しています
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不用昂

4奮

H
領
り
ま
す
"

有

料

で

*

梅
酒
用
の
ピ
ン

(1
+
4
3
5
0
円
)〈
原
間
宮

(位

)7
9
0
1〉

H
翻
っ
て
く
だ
さ
い

u

*
ぶ
ら
さ
が
り
健
康
器
(
で
き

れ
ば
無
料
で
)
〈
今
阿
古
(
お
)

8
0
2
9〉

申
し
込
み

各
連
絡
先
に
直
接

氾
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
申
し
込
み

は
、
泡
話
で
商
工
観
光
線
消
費

指
邸
係
へ
述
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意

取

り
扱
う
口
m
物
は
、
日
用
雑
貨
等

の
耐
久
消
費
財
で
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
観
児
科

・

内
線
3
2
9

48，129世帯/‘ 世帯数

ょ
う諜

と
呼
ば
れ
る
誕
の
付
け
根
に
雌
の

花
砲
を
二
個
か
ら
五
個
ほ
牝
つ
け
ま

す
。
雌
の
花
を
ル
l
ペ
で
明
く
と
、

au 

…
誕
が
変
化
し
て
で
き
た
来
の
う

(則前

駅
と
呼
ば
れ
る
袋
が
あ
り
、
雌
し

べ
を
包
ん
で
い
る
の
が
見
え
ま
す
。

こ
の
袋
は
細
長
く
、
器
部
は
ま
る

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
先
へ
行
く
ほ

ど
狭
ま
り
、
く
ち
ば
し
状
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
ま
た
先
は
細
く
二
つ

に
裂
け
、
反
り
返
っ
て
い
る
の
で
、

肉
眼
で
は
毛
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

来
の
う
は
雌
し
べ
が
果
実
に
変
わ

っ

て
も
つ
い
て
お
り
、
果
実
を
保
護
し

て
い
ま
す
。
果
の
う
が
た
く
さ
ん
集

d
M
M
M
 

ま
っ
た
穂
は
優
雅
で
、
果
穂
を
抱
え

た
ジ
ョ
ウ
ロ
ウ
ス
ゲ
の
姿
は
ま
さ
に

ぷ
辺
の
女
王
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

(文

・写
其

佐
久
間
俊
行
)

780人外国人129，460人φ人口人口と包帯灘 (6月1日現在)


